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2006 町制施行

50周年

八郎潟小学校創立30周年記念大運動会
　５月20日、五月晴れのもと、八郎潟小学校グラウンドにおい

て八郎潟小学校創立30周年記念大運動会が盛大に開催されました。

ゴールに向かって

　　ラストスパー
ト!!
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ま
ち
づ
く
り
の
　
　
本
柱

５

「人・環境・文化のきらめくまち八郎潟」

環境

人

文化

　
町
で
は
新
し
い
時
代
を
展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

針
を
示
し
、
町
政
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
「
八
郎
潟
町
総
合
振
興
第
５
次
基
本
構
想
」
を
策
定
、
町

議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
住
民

の
要
望
な
ど
を
集
約
し
、
町
議
会
、
町
基
本
構
想
策
定
審
議

会
な
ど
で
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
計
画
は
、
平
成

18
年
度
を
初
年
度
と
し
て
平
成
27
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る

10
カ
年
の
長
期
計
画
で
す
。
ま
た
、
５
ヵ
年
の
前
期
計
画
も

策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
八
郎
潟
町
総
合
振

興
第
５
次
基
本
構
想
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
め
ざ
す
目
標
》

　
21
世
紀
の
本
町
は
、
ま
ち
に
暮
ら
す
人
々
が
、
豊
か
な
自
然
の
も
と

で
、
心
豊
か
に
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま

す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
、
先
人
の
遺
産
で
あ
る
伝
統
文
化
な
ど
の
文
化
資
源

が
あ
り
、
商
店
街
が
立
地
し
、
広
域
交
通
の
便
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
生
活
環
境
の
整
備
、
に

ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
よ
る
協
力
の
も
と
に

進
め
、
通
勤
通
学
・
買
い
物
な
ど
が
便
利
で
快
適
な
生
活
が
で
き
、
活

力
の
あ
る
医
療
・
福
祉
な
ど
の
制
度
が
整
っ
た
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
て

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
◇
ま
ち
の
将
来
像

　
◎
「
町
民
と
行
政
が

　
　
　
　
　
手
を
携
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
◎
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
◎
「
快
適
な
暮
ら
し
を
営
め
る

　
　
　
　
　
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
◎
「
時
代
の
流
れ
を
捉
え
た
産
業
を

　
　
　
　
　
振
興
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
◎
「
教
育
・
芸
術
文
化
の
薫
る

　
　
　
　
　
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

　　　　  ◇まちづくりの基本理念

「人・環境・文化のきらめくまち八郎潟」
　　　　　町民・行政がお互いに協働のもとにまちづくりに取り組み、広域的に連携、交流し
　　　　　ながらくらしとにぎわいとが融合し、連帯感あふれるまちづくりをすすめます。

　　　　　生活環境が整い、保健・福祉・医療などが充実して、一人ひとりが快適に、心安ら
　　　　　ぎ、落ち着いて暮らせる生活環境が充実したまちづくりをすすめます。

　　　　　農林水産業・商工業・観光などの産業が活発で、また、町の文化的資源を活かしな
　　　　　がら、特色ある、地域に根づいた教育文化の薫り高いまちづくりをすすめます。

 平成18年度から10カ年のまちづくりの指針

八郎潟町総合振興第５次基本構想を策定
 平成18年度から10カ年のまちづくりの指針

八郎潟町総合振興第５次基本構想を策定

ま
ち
づ
く
り
の
　
　
本
柱

環境

人

文化

八郎潟町の全景
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◎
町
民
協
働
の
推
進

　「
町
民
と
行
政
が
手
を
携
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

◎
町
民
協
働
の
推
進

　「
町
民
と
行
政
が
手
を
携
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
八
郎
潟
町
総
合
振
興
第
５
次
基
本
構
想
」

１．
町
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
個
性
豊
か
で
夢
の
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、町
民
参
加
型
の

町
政
の
推
進
が
大
切
で
す
。

　
町
民
の
手
に
よ
る
自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
定
着
に
向
け
て
、町
民
参
画
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、で
き
る
限
り
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
本
町
に
は
32
の
町
内
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、町
内
会
活
動
、子
供
会

活
動
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
自
ら
考
え
、自
ら
実
践
す
る
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
通
じ
、町
民
総
参
加
意
識
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、町
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化
を
図
り
、町
民
の
行
政
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、行
政
情
報
を
提
供
す
る
広
報
活
動
の
積
極
的
な
展
開
に
努

め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
す
す
め
る
上
で
、自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、経
常
経
費
の
抑

制
、事
業
の
選
別
、重
点
化
な
ど
に
よ
る
財
源
の
効
率
的
な
運
用
に
努
め
、健
全
な
財
政

運
営
を
図
り
ま
す
。

１．
町
民
と
行
政
が
手
を
携
え
る
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
町
内
会
等
の
活
性
化
支
援

（
２
）
広
報
・
広
聴
活
動
、
情
報
公
開
の
充
実

（
３
）
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

２．
定
住
化
の
促
進

（
１
）
宅
地
分
譲
の
推
進

（
２
）
若
者
定
住
の
促
進

（
３
）
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

（
４
）
墓
地
公
園
の
造
成

　
　
基
本
構
想
の
な
か
に
あ
り
ま
す

　
「
人
・
環
境
・
文
化
の
き
ら
め
く
ま
ち
八
郎
潟
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
の
将
来
像
は
、
「
町
民
と
行
政
が
手
を
携
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
快
適

な
暮
ら
し
を
営
め
る
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
時
代
の
流
れ
を
捉

え
た
産
業
を
振
興
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
教
育
・
芸
術
文
化
の
薫
る
心

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
定
め
、
町
民
の
目
線
に
た
っ
た
施
策
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
生
活
環
境
の
向
上
、
産
業
の
振
興
、
教
育
文
化

の
発
展
を
す
す
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ひ
と
り
一
人
が
八
郎
潟
町
に

住
む
幸
せ
と
喜
び
を
実
感
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
鋭
意
努
力
す
る
所
存

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、
共
に
行
動
す
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 　

21
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
ま
す
ま
す

進
む
少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
の

到
来
、
地
方
の
自
立
を
促
す
地
方
分
権

の
流
れ
、
地
球
規
模
の
環
境
保
全
、
地

方
に
お
け
る
国
際
化
の
進
展
な
ど
大
き

な
時
代
の
潮
流
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
活
か

し
つ
つ
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
る
た
め
、

平
成
27
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
「
八

郎
潟
町
総
合
振
興
第
５
次
基
本
構
想
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

◎
町
民
協
働
の
推
進

　「
町
民
と
行
政
が
手
を
携
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

誰
も
が
お
互
い
に
協
力
し
、
力
を
あ

わ
せ
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

が
、
独
自
性
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
「
開
か
れ
た
行
政
」
へ

の
取
り
組
み
を
一
層
進
め
、
住
民
総

参
加
の
機
会
を
設
け
て
、
お
互
い
に

信
頼
し
協
力
し
な
が
ら
、
誇
り
と
愛

着
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ち
の
将
来
像

施
策
の
大
綱

町
の
基
本
計
画

「
八
郎
潟
町
総
合
振
興
第
５
次
基
本
構
想
」

策
定
に
あ
た
っ
て
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◎
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
・
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」

◎
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
・
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
本
町
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
に
努
め
、

す
べ
て
の
住
民
が
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
、
特
に
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
施
策
に
努
め
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１．
健
康
づ
く
り
と
医
療

　
疾
病
の
予
防
対
策
の
た
め
、健
康
管
理
意

識
の
高
揚
や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
を
図
り
ま
す
。栄
養
・
運
動
・

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
生

活
習
慣
の
定
着
を
め
ざ
し
ま
す
。地
域
保
健
・

学
校
保
健
・
職
域
保
健
さ
ら
に
は
、医
療
を

含
む
各
関
係
機
関
と
の
総
合
的
な
連
携
に

よ
る
、生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
支
援
体

制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
日
の
疾
病
形
態
の
多
様
化
に
よ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
、

保
健
予
防
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、各

種
健
康
診
査
・
検
診
及
び
そ
の
事
後
指
導
の

内
容
と
体
制
の
充
実
に
よ
り
、乳
幼
児
期
か

ら
高
齢
期
に
至
る
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
管
理
体
制
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、医
療
に
対
す
る
町
民
の
要
望
に

対
応
し
、共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
た
地

域
医
療
機
関
の
整
備
を
図
る
た
め
、そ
の
中

核
と
な
る
厚
生
連
湖
東
総
合
病
院
の
改
築

と
機
能
の
充
実
支
援
に
努
め
、保
健
・
福
祉
・

医
療
等
関
係
機
関
の
連
携
協
力
体
制
の
強

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
老
人
保

健
制
度
に
つ
い
て
は
、医
療
費
が
増
加
す
る

中
に
あ
り
被
保
険
者
の
健
康
指
導
と
健
康

診
査
を
充
実
し
て
、早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
促
し
安
定
的
財
政
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

２．
地
域
福
祉
の
推
進

　
少
子
化
社
会
、高
齢
化
社
会
、女
性
の
社

会
進
出
、核
家
族
化
な
ど
、家
族
や
地
域
社

会
の
変
容
に
よ
り
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
潮
流
の
中
で
、高
齢

者
や
障
害
者
が
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
生

活
で
き
る
社
会
こ
そ
が
目
標
の
社
会
で
あ

る
と
い
う「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
運
動
」

に
基
づ
き
、町
民
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
る

地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、ひ
と
り
親
家
庭
・
障
害
者
な
ど
へ

の
相
談
、支
援
体
制
の
充
実
、子
育
て
支
援

な
ど
、個
別
化
・
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
総
合
的
で
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、女
性
の
社
会
進
出
に
伴
っ
て
、

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
、子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
展
開
し
ま

す
。

　
今
後
、福
祉
施
策
を
推
進
す
る
う
え
で
大

切
な
こ
と
は
、行
政
と
町
民
が
協
力
し
合
っ

て
す
す
め
る
こ
と
で
あ
り
、社
会
福
祉
協
議

会
、福
祉
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育

成
と
連
携
強
化
を
図
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
の
中
で
福
祉
活
動
が
有
効
か
つ
効
率

的
に
行
わ
れ
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

３．
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

　
高
齢
者
の
福
祉
と
生
き
が
い
づ
く
り
の

た
め
、高
齢
者
健
康
事
業
・
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
支
援
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支

援
、さ
ら
に
各
公
共
施
設
を
利
用
し
た
余
暇

活
動
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
を
支
え
る

た
め
、介
護
保
険
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図

り
、「
八
郎
潟
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
兼

介
護
保
険
事
業
計
画
」を
ふ
ま
え
た
長
寿
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
高
齢
者
福
祉
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。特
に
、核
家
族
の
進
行

に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
増
大
に
対
応

す
る
た
め
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、介
護
予
防
施
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図
り

ま
す
。ま
た
、高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
環
境

整
備
に
も
努
め
ま
す
。

１．
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
町

民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
１
）生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
２
）健
康
づ
く
り
組
織
の
育
成
支
援

（
３
）保
健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携

２．
乳
幼
児
期
の
健
康
づ
く
り
と
育
児

支
援

（
１
）安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
育
児
環
境

（
１
）の
確
保

（
２
）健
康
な
心
身
を
育
む
た
め
の
健
診
の

（
２
）充
実

（
３
）乳
幼
児
期
か
ら
思
春
期
ま
で
一
貫
し

（
２
）た
健
康
管
理

（
４
）疾
病
や
障
害
を
持
つ
子
供
へ
の
支
援

３．
成
人
期
の
健
康
づ
く
り

（
１
）健
診
受
診
率
の
向
上

（
２
）健
診
受
診
後
の
健
康
管
理
へ
の
支
援

（
２
）を
強
化

（
３
）生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
相

（
２
）談
・
健
康
教
育
の
充
実

４．
高
齢
期
の
健
康
づ
く
り

（
１
）健
康
高
齢
者
を
つ
く
る
健
康
教
育
の

（
２
）充
実

（
２
）疾
病
予
防
、重
症
化
防
止
の
支
援

５．
心
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予
防

（
１
）心
の
健
康
へ
の
意
識
の
向
上

（
２
）相
談
機
能
の
充
実

（
３
）地
域
で
の
支
え
合
い
事
業
の
推
進

６．
元
気
を
め
ざ
す
高
齢
者
福
祉
対
策

（
１
）介
護
保
険
給
付
と
予
防
の
一
体
的
取

（
２
）り
組
み
の
推
進

（
２
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立

（
３
）在
宅
高
齢
者
・
家
族
へ
の
支
援

（
４
）施
設
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
の
支
援

（
５
）自
主
運
営
団
体
の
育
成
・
支
援

（
６
）高
齢
者
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
機
関

（
２
）の
確
保

（
７
）認
知
症
の
予
防
対
策

（
８
）社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

７．
自
立
を
支
援
す
る
障
害
者
福
祉
対
策

（
１
）在
宅
福
祉
の
充
実

（
２
）障
害
者
雇
用
体
制
の
整
備

（
３
）社
会
参
加
の
促
進

８．
地
域
ぐ
る
み
の
児
童
福
祉
対
策

（
１
）保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（
２
）児
童
館
・
児
童
遊
園
施
設
の
充
実

（
３
）児
童
健
全
育
成
の
推
進

（
４
）児
童
虐
待
防
止
対
策

９．
老
後
を
支
え
る
国
民
年
金

（
１
）国
民
年
金
制
度
の
周
知
徹
底

（
２
）被
保
険
者
の
加
入
促
進
と
納
付
の
奨

（
２
）励

（
３
）年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

10．
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営

（
１
）国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
の
推
進

（
２
）レ
セ
プ
ト
点
検
の
向
上

（
３
）広
報
活
動
の
充
実

（
４
）保
険
税
の
収
納
率
向
上

◎
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
・
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」

ま
ち
の
将
来
像

◇
施
策
の
大
綱

◇
町
の
基
本
計
画
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◎
生
活
環
境
の
整
備

　「
快
適
な
暮
ら
し
を
営
め
る
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

◎
生
活
環
境
の
整
備

　「
快
適
な
暮
ら
し
を
営
め
る
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

１．
交
通
安
全
・
防
犯
体
制
の
充
実

（
１
）
交
通
安
全
意
識
の
普
及
・
活

　
　
　
動
の
推
進

（
２
）
防
犯
体
制
の
充
実

２．
消
防
の
充
実
・
防
災
体
制
の
強
化

（
１
）
予
防
行
政
の
推
進

（
２
）
消
防
団
の
活
性
化

（
３
）
防
災
対
策
の
推
進

（
４
）
防
災
体
制
の
強
化

（
５
）
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化

（
６
）
避
難
場
所
の
確
保
と
周
知

３．
道
路
網
の
整
備

（
１
）
町
道
の
整
備

（
２
）
地
方
道
の
整
備
促
進

４．
除
雪
体
制
の
整
備

（
１
）
除
雪
体
制
等
の
整
備

（
２
）
町
民
の
協
力
体
制
の
推
進

５．
上
水
道
の
整
備

（
１
）
老
朽
施
設
等
の
年
次
更
新

（
２
）
漏
水
対
策
に
よ
る
安
定
供
給

　
　
　
と
有
収
率
の
向
上

（
３
）
水
質
の
改
善
対
策

（
４
）
水
道
事
業
の
安
定
運
営

６．
下
水
道
の
普
及

（
１
）
公
共
下
水
道
の
整
備

（
２
）
水
洗
化
の
促
進

（
３
）
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

　
　
　
維
持
管
理

７．
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
推
進

（
１
）
ご
み
の
減
量
化
の
推
進

（
２
）
広
域
ご
み
処
理
に
対
応
し
た

　
　
　
分
別
の
徹
底

（
３
）
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
推
進

（
４
）
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
早
期

　
　
　
完
成

８．
町
営
住
宅
の
整
備

（
１
）
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
に

　
　
　
よ
る
水
洗
化
工
事
の
実
施

（
２
）
中
嶋
団
地
の
建
て
替
え
事
業

　
　
　
の
推
進

（
３
）
景
観
に
配
慮
し
た
老
朽
町
営

　
　
　
住
宅
の
改
修

１．
安
全
対
策

　
交
通
安
全
の
推
進
に
つ
い
て
は
、道

路
網
の
発
達
な
ど
の
交
通
事
情
に
対

処
す
る
た
め
、交
通
事
故
防
止
を
重
点

目
標
と
し
て
、各
種
安
全
施
設
の
整
備

な
ど
に
よ
り
道
路
交
通
の
安
全
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、各
々
の
機
会

を
と
ら
え
、交
通
安
全
教
育
と
啓
蒙
運

動
を
実
施
し
て
い
く
交
通
安
全
運
動

を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、青

少
年
の
非
行
、不
審
者
の
出
現
、悪
質

訪
問
販
売
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、青
少
年
の

健
全
育
成
を
は
じ
め
、町
民
自
ら
の
防

犯
意
識
と
運
動
の
高
揚
を
図
り
、町
内

会
等
の
協
力
体
制
の
も
と
に
社
会
環

境
の
安
全
性
を
高
め
、犯
罪
の
な
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
消
防
に
つ
い
て
は
、常
備
消
防
の
機

動
力
、活
動
力
、救
急
活
動
力
な
ど
広

域
体
制
を
充
実
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、非
常
備
消
防
と
し
て
、消
防

団
に
よ
る
火
災
予
防
の
徹
底
、初
期
消

化
体
制
の
確
立
、団
員
の
確
保
と
そ
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。関
係
機
関
と
連

携
し
防
火
意
識
の
高
揚
に
努
め
、防
災

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
消
防
防
災
施
設

の
整
備
を
す
す
め
消
防
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

２．
生
活
環
境
対
策

　
快
適
で
利
便
性
の
あ
る
生
活
と
潤

い
や
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
生
活
を
実
現

す
る
た
め
、道
路
網
の
整
備
や
除
雪
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
上
水
道
は
、町
民
生
活
を
支
え
る
重

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、安
全
で

お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
に
、長
期
的
視
点
に
立
っ
た
水
道

施
設
の
整
備
な
ど
給
水
事
業
の
充
実

と
、町
民
誰
し
も
が
安
心
し
て
飲
め
る

よ
う
安
定
的
な
供
給
を
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、生
活
の
快
適
性
と
定
住

基
盤
を
整
備
し
、河
川
や
湖
沼
し
い
て

は
海
の
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
な
ど

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。適
切
に
整
備
事

業
を
行
い
、全
町
水
洗
化
を
め
ざ
し
ま

す
。

　
増
大
す
る
ご
み
の
処
理
や
資
源
活

用
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

つ
い
て
は
、家
庭
に
お
け
る
ご
み
の
分

別
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、ご
み
減
量

化
や
再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

　
人
々
が
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く
に

は
、
道
路
・
住
宅
・
上
下
水
道
な
ど

の
基
盤
整
備
を
進
め
、
民
間
活
力
も

導
入
し
な
が
ら
、「
快
適
に
」
、「
安
全

に
」
、「
安
心
し
て
」
暮
ら
し
て
い
け

る
生
活
環
境
が
整
い
、
住
ん
で
い
る

人
が
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
町
、
町

外
の
人
が
積
極
的
に
住
ん
で
み
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

◎
生
活
環
境
の
整
備

　「
快
適
な
暮
ら
し
を
営
め
る
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

ま
ち
の
将
来
像

施
策
の
大
綱

町
の
基
本
計
画
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◎
産
業
の
発
展

「
時
代
の
流
れ
を
捉
え
た
産
業
を
振
興
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

◎
産
業
の
発
展

「
時
代
の
流
れ
を
捉
え
た
産
業
を
振
興
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

４．
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　
週
休
二
日
制
の
普
及
と
労
働
時
間

の
短
縮
に
よ
り
、
余
暇
時
間
が
増
大

し
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
誘
客
の
で
き

る
豊
か
な
自
然
と
伝
統
文
化
の
観
光

資
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を

め
ざ
し
ま
す
。

１．
農
業
の
振
興

（
１
）
安
全
で
売
れ
る
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化

（
２
）
農
家
並
び
に
Ｊ
Ａ
等
農
業
団

体
へ
の
支
援

２．
農
業
生
産
体
制
の
強
化
と
生

産
基
盤
の
充
実

（
１
）
農
用
地
の
利
用
集
積
の
推
進

（
２
）
認
定
農
家
の
確
保
と
地
域
農

業
の
推
進

（
３
）
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
と
組

織
の
育
成

（
４
）
農
業
に
親
し
む
機
会
の
創
出

と
人
材
育
成

（
５
）
農
産
物
の
販
路
開
拓
の
推
進

３．
林
業
と
漁
業
へ
の
取
り
組
み

（
１
）
森
林
整
備
と
治
山
治
水
事
業

の
推
進

（
２
）
松
く
い
虫
の
予
防

（
３
）
八
郎
湖
の
資
源
の
保
全

（
４
）
観
光
漁
業
へ
の
研
究

４．
商
工
業
の
振
興

（
１
）
商
店
街
の
再
生
支
援

（
２
）
商
工
業
団
体
等
の
強
化

（
３
）
商
工
業
へ
の
支
援

（
４
）
雇
用
の
場
が
広
が
る
環
境
づ

く
り

（
５
）
生
産
、
流
通
環
境
の
充
実

５．
観
光
の
振
興

（
１
）
効
果
の
あ
が
る
祭
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
推
進

（
２
）
観
光
協
会
の
体
制
強
化

（
３
）
冬
季
観
光
事
業
の
推
進

（
４
）
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
美
し

い
水
辺
の
再
生

（
５
）
湖
東
３
町
の
連
携
に
よ
る
取

り
組
み

１．
農
業
の
振
興

　
農
業
を
本
町
の
基
幹
産
業
と
し
て

今
後
も
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、米

単
一
経
営
か
ら
多
品
目
経
営
に
よ
る

複
合
経
営
へ
の
農
家
の
育
成
強
化
、労

力
の
分
散
や
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
経

営
の
合
理
化
、農
家
の
高
齢
化
に
伴
う

地
域
農
業
の
弱
体
化
を
補
う
共
同
化
、

優
れ
た
経
営
体
に
よ
る
労
力
の
集
中

な
ど
農
業
経
営
の
体
質
強
化
を
図
り

ま
す
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、後
継
者
不

足
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、担
い
手
を

育
成
す
る
と
と
も
に
生
産
組
織
の
育

成
強
化
を
図
り
、機
械
化
に
よ
る
省
力

化
栽
培
を
推
進
し
ま
す
。基
幹
作
物
で

あ
る
米
は
、食
味
重
視
の
品
種
及
び
最

新
低
コ
ス
ト
技
術
を
関
係
機
関
と
と

も
に
推
奨
し
て
生
産
性
の
向
上
を
普

及
さ
せ
、主
産
地
と
し
て
の
維
持
・
拡

大
を
図
り
ま
す
。

２．
林
業
と
漁
業
へ
の
支
援

　
国
土
保
全
、治
山
・
治
水
、自
然
景
観

の
保
護
の
観
点
か
ら
林
業
の
果
た
す

役
割
を
見
直
し
、林
道
の
整
備
、造
林

保
育
・
間
伐
事
業
、松
く
い
虫
防
除
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
採
る
漁
業
か
ら
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」の
継
続
を
す
す
め
、増
殖

事
業
へ
の
支
援
を
続
け
て
経
営
の
安

定
と
漁
業
団
体
の
育
成
強
化
に
努
め

ま
す
。

３．
商
業
・
工
業
の
振
興

　
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
多

方
面
か
ら
的
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、

変
化
す
る
購
買
層
に
あ
っ
た
商
業
経

営
の
最
新
化
を
図
り
、賑
わ
い
の
あ
る

商
業
環
境
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、商
業

環
境
の
整
備
を
促
進
し
、特
色
の
あ
る

商
店
街
の
形
成
を
図
り
、消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
商

業
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、融
資
制
度
の
充
実
な
ど
に
よ

る
経
営
の
安
定
、合
理
化
を
促
進
し
、

地
域
に
密
着
し
た
商
業
の
振
興
を
支

援
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、雇
用
の
場
を
確
保
し
、町

の
活
力
増
大
を
図
る
た
め
、企
業
誘
致

を
め
ざ
し
、そ
の
た
め
の
条
件
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
本
町
は
農
地
や
湖
水
、
伝
統
文
化

に
加
え
、
交
通
利
便
性
に
富
ん
で
い

ま
す
。
農
林
水
産
業
・
商
工
業
・
観

光
な
ど
多
様
な
産
業
が
発
展
す
る
可

能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
既
存
の
産
業

基
盤
や
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、

ま
ち
に
根
づ
い
た
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

◎
産
業
の
発
展

「
時
代
の
流
れ
を
捉
え
た
産
業
を
振
興
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

ま
ち
の
将
来
像

施
策
の
大
綱

町
の
基
本
計
画
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◎
教
育
・
文
化
の
振
興

　「
教
育
・
芸
術
文
化
の
薫
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

◎
教
育
・
文
化
の
振
興

　「
教
育
・
芸
術
文
化
の
薫
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

１．
幼
児
教
育
の
充
実

　
幼
児
期
は
、
人
間
の
成
長
段
階
に

お
い
て
健
康
な
身
体
の
基
礎
づ
く
り

や
、
安
定
し
た
情
緒
と
豊
か
な
対
人

関
係
の
芽
生
え
な
ど
、
き
わ
め
て
重

要
な
時
期
で
す
。特
に
、小
さ
い
頃
か

ら
の
学
習
経
験
は
、
将
来
の
人
間
形

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、

の
び
の
び
と
安
全
に
活
動
で
き
る
環

境
の
整
備
充
実
、
家
庭
や
地
域
と
の

連
携
強
化
に
も
努
め
ま
す
。
幼
児
期

に
お
け
る
生
活
体
験
、
自
然
体
験
及

び
社
会
経
験
な
ど
の
多
様
な
活
動
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、保
育
園
、幼
稚
園
、小
・
中

学
校
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、

町
民
ニ
ー
ズ
、
時
代
の
潮
流
に
即
し

た
子
育
て
支
援
の
強
化
充
実
を
図
り

ま
す
。

２．
学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
は
、
子
供
た
ち
の
基
礎
学
力

や
集
団
生
活
、
社
会
生
活
へ
の
適
応

力
を
養
い
、
心
豊
か
な
人
格
形
成
の

場
で
す
。
ま
た
将
来
の
担
い
手
を
育

成
す
る
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
個
性
を
生

か
し
、自
ら
学
び
自
ら
考
え
る「
生
き

る
力
」
を
培
う
た
め
の
体
験
学
習
や

情
報
化
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
学

習
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。
社
会
性
や

倫
理
観
を
育
み
、
人
権
を
尊
重
す
る

人
間
形
成
の
た
め
の
教
育
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
め

ざ
し
た
教
育
内
容
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
小
中
学
校
の
情
報
機
器

や
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
、
教
育

の
環
境
づ
く
り
の
推
進
、
向
上
に
努

め
ま
す
。

３．
生
涯
学
習
の
推
進

　
余
暇
の
増
大
、価
値
観
の
多
様
化
、

長
寿
化
の
進
行
に
伴
い
、
心
の
豊
か

さ
や
生
き
が
い
の
た
め
の
学
習
需
用

が
増
大
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
自
主

的
に
生
涯
を
通
じ
て
、
自
由
に
学
習

機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、町
の
自
然
や
歴
史
、文

化
な
ど
地
域
の
特
性
や
素
材
を
学
習

内
容
に
活
用
し
た
学
習
を
展
開
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
く
た

め
の
一
層
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

４．
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進

　
健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
余
暇

時
間
の
増
大
に
よ
る
、町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の

要
求
に
応
え
る
た
め
、
年
齢
や
体
力

に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。そ
の
た
め
、各
種
大
会
や

ス
ポ
レ
ク
教
室
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
自
主
的
な
活
動

団
体
の
支
援
に
努
め
、
健
康
で
明
る

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
の
場
と
し
て

も
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、指
導
者
や
施
設
・
設
備
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

１．
幼
児
教
育
の
充
実

（
１
）就
学
前
教
育
の
充
実

（
２
）家
庭
教
育
の
支
援

（
３
）預
か
り
保
育
の
推
進

２．
学
校
教
育
の
充
実

（
１
）小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

（
２
）健
康
安
全
管
理
の
充
実

（
３
）教
育
環
境
施
設
の
整
備

（
４
）い
じ
め
や
非
行
防
止
対
策

３．
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

（
１
）地
域
と
の
連
携
と
社
会
参
加

（
２
）健
全
育
成
運
動
の
推
進

（
３
）あ
い
さ
つ
励
行
運
動
の
推
進

４．
社
会
教
育
の
充
実

（
１
）生
涯
各
期
に
お
け
る
学
習
活
動

　
　
の
推
進

（
２
）社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
連
携

（
３
）社
会
教
育
施
設
の
有
効
活
用

５．
芸
術
文
化
の
振
興

（
１
）芸
術
文
化
活
動
機
会
の
拡
充

（
２
）芸
術
文
化
団
体
の
育
成
・
支
援

６．
文
化
財
の
保
護
と
継
承

（
１
）史
跡
整
備
の
促
進

（
２
）文
化
財
保
護
意
識
の
育
成

（
３
）歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

７．
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進

（
１
）
体
力
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　
　
の
推
進

（
２
）秋
田
わ
か
杉
国
体
に
向
け
て

（
３
）ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用

（
４
）指
導
者
の
確
保
と
養
成

　
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄

え
た
歴
史
と
文
化
的
背
景
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
本
町
固
有
の
資
源
を
活
か

し
て
い
く
こ
と
が
、
個
性
あ
る
教
育

文
化
の
振
興
に
つ
な
が
り
、
地
域
へ

の
愛
着
心
を
高
め
て
い
く
た
め
に
も

効
果
的
で
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
既
存
の
伝

統
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
、
麗
し
い

特
色
あ
る
教
育
芸
術
文
化
の
ま
ち
を

め
ざ
し
ま
す
。

◎
教
育
・
文
化
の
振
興

　「
教
育
・
芸
術
文
化
の
薫
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

ま
ち
の
将
来
像

施
策
の
大
綱

町
の
基
本
計
画
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吉田　由美 さん
春の叙勲で瑞宝単光章を受章

齊藤金一郎 さん
春の叙勲で瑞宝双光章を受章

畠山　敏夫さん
　消防庁長官より表彰

吉田　由美 さん
春の叙勲で瑞宝単光章を受章

齊藤金一郎 さん
春の叙勲で瑞宝双光章を受章

畠山　敏夫さん
　消防庁長官より表彰

一
ノ
関
史
郎
さ
ん
より

中
学
校
へ
直
筆
の
書
と

額
縁
寄
贈

　
４
月
27
日
、本
町
小
池
出
身

で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
の
一
ノ
関
史
郎
さ
ん

よ
り
、八
郎
潟
中
学
校
へ
書
と

額
縁
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
書
は
、中
学
校
の
校
訓

で
あ
る「
文
武
両
道
」を
一
ノ

関
さ
ん
が
自
ら
筆
を
執
っ
て

書
き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
も

の
で
す
。

　
一
ノ
関
さ
ん
は
現
在
、秋
田

県
書
道
連
盟
常
務
理
事
を
務

め
、書
道
教
室
で
子
ど
も
た
ち

に
書
道
の
指
導
を
す
る
な
ど
、

ま
さ
に
文
武
両
道
を
実
践
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
書
と
額
縁
は
、

中
学
校
の「
栄
光
の
間
」に
掲

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
校
へ
訪
れ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
平
成
18
年
の
春
の
叙
勲
で
本
町
の
齊

藤
金
一
郎
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
、５
月
９
日
、秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
秋
田
県
知
事
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
齊
藤
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
よ
り
旧
面

潟
村
役
場
に
奉
職
（
昭
和
31
年
合
併
に

よ
り
八
郎
潟
町
と
な
る
）以
来
、平
成
元

年
６
月
ま
で
の
37
年
間
に
わ
た
り
、
産

業
振
興
課
長
、
総
務
課
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
６
月
よ
り
八
郎
潟
町
収
入

役
と
し
て
選
任
さ
れ
て
以
来
、
平
成
９

年
６
月
ま
で
の
２
期
８
年
に
わ
た
り
、

多
年
の
豊
富
な
行
政
経
験
を
駆
使
し
、

町
の
地
域
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
、こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
の
春
の
叙
勲
で
本
町
の
吉

田
由
美
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
、５
月
９
日
、秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に

お
い
て
秋
田
県
知
事
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
に
一
日
市

町
消
防
団
員
と
な
り
（
昭
和
31
年
合
併

に
よ
り
八
郎
潟
町
と
な
る
）
以
来
35
年

間
に
わ
た
り
、
八
郎
潟
町
消
防
団
員
と

し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、分
団
長
、副
団

長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
消
防
人
と
し
て
、
地

域
社
会
へ
の
防
火
思
想
の
普
及
、
消
防

施
設
の
整
備
な
ど
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
、こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

一
ノ
関
史
郎
さ
ん
より

中
学
校
へ
直
筆
の
書
と

額
縁
寄
贈

伝達を受ける齊藤さん

畠山　敏夫 さん

伝達を受ける吉田さん 齊藤金一郎さん吉田　由美さん

吉田　由美 さん
春の叙勲で瑞宝単光章を受章

齊藤金一郎 さん
春の叙勲で瑞宝双光章を受章

畠山　敏夫さん
　消防庁長官より表彰

　
４
月
23
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
平
成
18
年
度
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
記
念

”
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

“
が
行
わ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
読
書
活
動

優
秀
実
践
校
と
し
て
八
郎
潟
小
学
校
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
学
校
図
書
館
の
年
間

活
動
「
読
書
月
間
」
や
「
読
書
タ
イ
ム
」

の
推
進
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の

連
携
を
図
っ
た
「
読
み
聞
か
せ
」
の
実
施

な
ど
、
児
童
の
読
書
意
欲
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
活
発
で
あ
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
よ
り
活
発
な
読
書
活
動
の
向
上

に
期
待
し
ま
す
。

図書委員会の皆さん

　
３
月
27
日
、
秋

田
県
庁
第
二
庁
舎

で
開
催
さ
れ
た
平

成
17
年
度
消
防
功

労
者
表
彰
式
に
お

い
て
、
畠
山
敏
夫

さ
ん
が
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
畠
山
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
八
郎
潟
町
消
防
団
員
と

な
り
、
以
来
30
年
間
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
職
務

に
精
励
さ
れ
、
現
在
は
分
団
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
永
年
に
わ
た
り
消
防
人
と
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
防

火
思
想
の
普
及
、
消
防
施
設
の
整
備
な
ど
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

 

文
部
科
学
大
臣
よ
り
　
八
郎
潟
小
学
校

　
子
ど
も
読
書
活
動

　
　
　
　
　
　
優
秀
実
践
校
と
し
て
表
彰
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優勝した松田さん

シルバー人材センターのボランティア事業シルバー人材センターのボランティア事業

　
５
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、

福
島
県
郡
山
総
合
体
育
館
で
第
23

回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
本
町
の

レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
小
学
生
の
部
）

◎
男
子
の
部

・
３
、
４
年
生
　
42
kg
級
　

　
３
位
　
森
川
哲
平
（
八
小
３
年
）

◎
女
子
の
部

・
３
、
４
年
生
　
30
kg
級
　

　
３
位
　
北
嶋
玲
奈
（
八
小
３
年
）

・
３
、
４
年
生
　
＋
36
kg
級
　

　
準
優
勝
　
土
橋
奏
珠
（
八
小
４
年
）

（
中
学
生
の
部
）

◎
男
子
の
部

　
66
kg
級
　

　
優
勝
　
松
田
健
悟
（
八
中
２
年
）

　今年は、町制施行50周年記念事業として第50回町民体育祭が次のとおり決定しました。　
　今年は記念事業ということで保育園児、幼稚園児レクリエーションも加え、地域の連携と健康で明るい町づくりを狙いとした町
民体育祭です。当日は一家揃って明るい笑顔で小学校グラウンドへお集まりください。多数の参加をお待ちしております。
　入場行進は、午前８時50分からで、開会式は午前９時となっております。雨天の場合は、６月11日（日）となります。

6月4日（日）開催！
第50回 町民体育祭プログラム

50周年記念事業

町制施行

昼　　　　　　　食

※町内対抗リレー（女）40代以上  50ｍ

30代　　100ｍ

20代　　100ｍ

※町内対抗リレー（男）60代以上  50ｍ

50代　　100ｍ

40代　　100ｍ

30代　　100ｍ

20代　　200ｍ

NO

1

60

120

150

120
  

32

60
30

180

120

５人以上の町内に参５

30・20・10・参５

30・20・10・参５

30・20・10・参５

30・20・10・参５
 

30・20・10・参５

参５
参５

30・20・10・参５

－

1.0km　会場周辺

ゴムとび・玉入れ・玉持ち・グラウンドゴルフ

フィールド　タル１個・棒２本（女・男・女・男）

トラック直線

フィールド
（ラグビーボールを竹ほうきで掃くリレー）

トラック２周外３km　旧二田農機まで（タスキ白）

フィールド　３ｍ

トラック直線

トラック　100ｍ×４

フィールド（マスゲームのみ参加点）

トラック　４組（バトンでリレー）

引き分け30点　時間30秒

トラック　40代以上２名・30代以上２名・20代以上１名

トラック　60代・50代・40代・30代・20代　以上各１名

５人以上の町内に参５

30・20・10・参５

40・20

30・20・10・参５

30・20・10・参５

240

450

150

150

4

16

4

4

1

8

4

4

4
 

1

8
4

4

4

－－

１・１

２・２

５

１・１
１・１

いずれか１

１・１
１

６

いずれか４

４・４

10・５

５

５

2

3

4

5

6

7

8

9

種　　　　　目 対　象 男女別 出場人数 回数 総人数 得　　　点 摘　　　　　　　　　　要

10

11

12

13

14

－

男・女

男・女

男・女

女

男・女
男・女

男・女

男・女

男

男・女

男・女

男・女

女

男

－ － －

みんなでウォーキング

障 害 物 競 走

タルころがしリレー

女 子 む か で 競 争

クリーンアップ大作戦

ロ ー ド レ ー ス

ゲ ー ト ボ ー ル

男 子 む か で 競 争

子 供 会 対 抗 リ レ ー

全 員

40代以上

30代以上

高校生以上

5 0 代
6 0 代

20代以上

60代以上
小 学 生

高校生以上

小学生以下

一 般

20代以上

一 般

年 代 別

年 代 別

盆踊り・マスゲーム

二 人 三 脚 リ レ ー

綱 引 き

町 内 対 抗 リ レ ー

町 内 対 抗 リ レ ー

〇町内会で準備する物：男子・女子むかで競争（手ぬぐい）、二人三脚の手ぬぐい（４）等。
〇子供会対抗リレーにおいて、選手の足りない町内は、他子供会より補充する事ができる。
　ただし、補充された選手はその他の町内会での出場はできない。

保　育　園　児　・　幼　稚　園　児　レ　ク　リ　エ　ー　シ　ョ　ン
親子で合同レクリエーション
㈰「ホ・ホ・ホ」
㈪「およげたいやきくん・パラパラバージョン」

シルバー人材センターのボランティア事業
　
５
月
22
日
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ
る
、

幼
稚
園
の
畑
作
作
業
と
寿
山
荘
庭
園
の
剪
定
作
業
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
の
畑
作
作
業
で
は
、
自
分
た
ち
の
起
こ
し
た

畑
に
、
園
児
た
ち
が
さ

つ
ま
い
も
の
苗
を
植
え

る
様
子
を
見
て
、
会
員

の
皆
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

園
児
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が

何
よ
り
の
報
酬
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
御

奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
５
月
17
日
、
八
郎
潟
町
町
民
体
育
館
で
秋
田
わ
か
杉
国
体

の
テ
レ
ビ
Ｐ
Ｒ
用
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
撮
影
で
は
、
子
ど
も

願
人
踊
の
皆
さ
ん
か
ら

出
演
し
て
い
た
だ
き
、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
か
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
撮
影
さ
れ
た
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
は
、
秋
田
朝
日

放
送
で
６
月
、
７
月
に

放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
町
民
一
丸
と
な
り
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

秋田わか杉国体 ＰＲ用の撮影が   行われました

第
23
回
北
日
本
少
年
少
女

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

 

八
郎
潟
町
レ
ス
リ
ン
グ

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
躍

 

　
〜
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
を

　
　
　
　
　
子
ど
も
願
人
踊
が
Ｐ
Ｒ
〜
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町
内
を
回
り
、
盛
大
に
披
露♪コレコレモースヤ モモタロサン♪

今年は２組の定九郎と与一兵衛

雨が降っても、踊りを一生懸命

子ども願人踊の口上雨の中、ワッショイ、ワッショイ

元気に踊る子供たち

オヤジドノ～

定九郎
気合い十分

ボーボコ節で
駅前壁画ステージに登場

　
５
月
５
日
、
一
日
市
神
社
祭
典
が
行
わ
れ
毎
年
恒
例
の
秋
田
県
無
形
民
俗

文
化
財
「
願
人
踊
」
、
「
秋
田
音
頭
」
が
町
内
を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
踊
り
手
の
皆
さ
ん
は
精
一
杯

踊
り
を
披
露
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
願
人
踊
の
独
特
の
一
直
踊
り
と
コ
ミ
カ
ル
な
寸
劇
を
一
目
見
よ
う
と
、
町

内
外
か
ら
多
数
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

子ども願人踊 19人でがんばりました。

町
内
を
回
り
、
盛
大
に
披
露

「
願
人
踊
」
と
「
秋
田
音
頭
」

　
５
月
５
日
、
一
日
市
神
社
祭
典
が
行
わ
れ
毎
年
恒
例
の
秋
田
県
無
形
民
俗

文
化
財
「
願
人
踊
」
、
「
秋
田
音
頭
」
が
町
内
を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
踊
り
手
の
皆
さ
ん
は
精
一
杯

踊
り
を
披
露
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
願
人
踊
の
独
特
の
一
直
踊
り
と
コ
ミ
カ
ル
な
寸
劇
を
一
目
見
よ
う
と
、
町

内
外
か
ら
多
数
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
口
上

真
坂
の
願
人
踊

♪コレコレモースヤ モモタロサン♪

雨の中、ワッショイ、ワッショイ

雨が降っても、踊りを一生懸命

子ども願人踊 19人でがんばりました。 子ども願人踊の口上

元気に踊る子供たち

ボーボコ節で
駅前壁画ステージに登場

オヤジドノ～

定九郎
気合い十分

今年は２組の定九郎と与一兵衛
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八郎潟小学校創立30周年記念大運動会八郎潟小学校創立30周年記念大運動会
　５月20日、晴天のもと、小学校グランドで八郎潟小学校大運動会が開催されま

した。今年は八郎潟小学校が創立30周年を迎えることから、創立30周年記念大運

動会と銘打ち、例年にも増して趣向を凝らした競技が行われ、笑顔の絶えない運

動会となりました。
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読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
小
学
生
中
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
席

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

遠　藤　寛　果さん
八小4年生（現八小5年生）

「
命
の
ゆ
く
え
」　

　
こ
れ
は
、
秋
田
県
動
物
管
理
セ
ン

タ
ー
に
集
め
ら
れ
た
犬
や
ね
こ
の

話
で
す
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
健
所
か
ら
、
し
ょ
分
さ
れ
る
犬
や

ね
こ
が
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
わ
た
し

は
、野
良
犬
や
野
良
ね
こ
が
つ
か
ま
っ

た
ら
、保
健
所
で
飼
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
本
当
は
、

そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
ガ
ス

や
ま
す
い
薬
を
使
っ
て
殺
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。

「
な
ぜ
、
つ
み
の
な
い
犬
や
ね
こ
が

殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。」

　
初
め
て
管
理
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

を
知
っ
た
時
、
動
物
が
か
わ
い
そ
う

で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
犬
は
、
鉄

ご
う
子
の
か
べ
が
せ
ま
っ
て
き
た
ら
、

な
い
て
も
ほ
え
も
て
、
も
う
そ
こ
か

ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
捨

て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
、

む
じ
ゃ
き
な
二
匹
の
子
犬
。そ
し
て
、

自
分
の
悲
し
い
運
命
を
さ
と
っ
て

い
る
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
。
自
分
を
見
捨

て
た
人
間
な
ん
か
、
も
う
絶
対
信
じ

な
い
と
い
う
、
人
間
に
対
し
て
の
最

後
の
抵
抗
の
す
が
た
。
読
ん
で
い
る

う
ち
に
、
ど
う
に
か
し
て
助
け
て
や

り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、以
前
、「
ふ
る
さ
と
村
」

に
行
っ
て
犬
ね
こ
て
ん
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
犬
を

散
歩
で
き
る
コ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
が
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

わ
た
し
が
散
歩
し
た
犬
は
、コ
ー
ギ
ー

と
い
う
種
類
で
す
。
か
ん
た
ん
に
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
意
外
に

む
ず
か
し
く
、
犬
は
思
っ
た
よ
り
言

う
こ
と
を
き
か
な
い
。
へ
ん
な
方
向

に
行
っ
て
ば
か
り
で
、
な
か
な
か
進

ま
な
か
っ
た
り
走
っ
た
り
、ね
そ
べ
っ

た
り
す
る
。
そ
れ
で
も
初
め
て
散
歩

し
た
わ
た
し
は
、
犬
の
し
ぐ
さ
を
か

わ
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。
と
っ
て
も

楽
し
く
な
っ
て
、

「
犬
が
ほ
し
い
な
。買
っ
て
。」

と
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
た
の

ん
で
み
た
け
れ
ど
、

「
一
人
で
は
、
散
歩
や
お
世
話
が
で

き
な
い
か
ら
。」

と
言
わ
れ
て
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
友
達
が
、
す
ご
く

う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　
三
日
の
命
を
す
く
わ
れ
た
ウ
ル
フ
。

ウ
ル
フ
は
、
白
い
ハ
ス
キ
ー
犬
で
、

青
い
目
は
す
い
こ
ま
れ
そ
う
な
ほ

ど
に
か
が
や
い
て
い
ま
す
。
管
理
セ

ン
タ
ー
が
主
さ
い
し
て
い
る
「
犬
の

し
つ
け
方
教
室
」
の
モ
デ
ル
犬
で
す
。

今
は
み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。で
も
こ
ん
な
ウ
ル
フ
も
、

も
と
は
と
言
え
ば
、
捨
て
犬
で
し
た
。

二
十
代
の
女
せ
い
が
、
近
所
を
散
歩

す
る
ハ
ス
キ
ー
犬
の
す
が
た
に
あ

こ
が
れ
て
ゆ
ず
っ
て
も
ら
っ
た
の

で
す
。
子
犬
の
世
話
に
手
が
か
か
る

と
、「
ご
め
ん
、
も
う
無
理
。
」
と
言
っ

て
保
健
所
に
持
ち
こ
ん
だ
の
で
す
。

わ
た
し
は
、
自
分
勝
手
す
ぎ
る
と
、

は
ら
が
立
つ
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

　
人
間
は
勝
手
な
理
由
で
、
か
わ
い

が
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
を
捨
て
て
い

ま
す
。す
き
で
そ
の
犬
を
飼
っ
た
ら
、

ど
う
し
て
最
後
の
時
を
見
と
ど
け

て
や
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
な
に

よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
最
後
ま
で

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
家
族

の
一
員
と
し
て
め
ん
ど
う
を
み
る

と
い
う
こ
と
で
す
。わ
た
し
も
、も
っ

と
犬
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、い
い
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。
小
さ
な

命
の
ゆ
く
え
は
、
わ
た
し
た
ち
に
任

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

（「
３
日
の
命
を
救
わ
れ
た
犬
ウ
ル
フ
」

　
池
田
ま
き
子
　
著
）

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
小
学
生
中
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
席

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

職
業
や
収
入
な
ど
に
関
わ
ら

ず
月
額
１
３，
８
６
０
円
で

す
。

　
し
か
し
、
20
歳
以
上
の
学

生
の
方
な
ど
は
一
般
的
に
所

得
が
な
い
た
め
、
学
生
本
人

が
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

は
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
学
生
の
方
に

は
、
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ

る
と
保
険
料
が
後
払
い
で
き

る
制
度
と
し
て
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
将
来
の
給
付

に
つ
な
が
る
大
切
な
義
務
で
す
が
、

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
こ

の
手
続
き
を
せ
ず
に
、
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
万
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
は
、
申
請
し
た
月

の
属
す
る
年
度
の
４
月
に
遡
及
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
万
一
の
場
合
に

備
え
て
早
め
の
手
続
き
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ま
た
、
学
生
で
あ
る
う
ち
は
、

毎
年
（
毎
年
度
）
申
請
で
き
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
　

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
前
年
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
所

　
得
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

学
生
納
付
特
例
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト

◎
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
１
１

８
万
円
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
る
「
学

生
」
と
は
、
大
学
（
大
学
院
）
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学

校
及
び
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課

程
）
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
予

備
校
な
ど
を
い
う
ほ
か
、
夜
間
部
、

定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
に
在

学
す
る
学
生
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資
格

期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
10
年
以
内
に
保
険
料
を

納
付
（
追
納
）
し
な
い
場
合
は
、
老

齢
基
礎
年
金
額
計
算
に
は
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
卒
業
し
、
収
入
を
得
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
忘
れ
ず
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　
1
８
８
３
―
１
６
７
０

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て
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広報 平成18年６月号

知
っ
て
お
き
た
い

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　

（
内
蔵
脂
肪
症
候
群
）

健
診
結
果
を

　   

受
け
取
っ
た
ら

知
っ
て
お
き
た
い

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　

（
内
蔵
脂
肪
症
候
群
）

健
診
結
果
を

　   

受
け
取
っ
た
ら

国民健康保険者医療費と町の医療費状況
国保医療費（平成18年３月分） （単位：円）

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県

�一般分� 退職分� 老人分

�21,810� 33,524� 65,670� 36,237

�21,432� 33,938� 72,945� 38,384

�20,334� 32,848� 64,364� 35,077

医　療　圏　内
（南秋・秋田・男鹿）

全　体
（平均）

事業名 対象者 場　所

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

時　間日・曜日

午後１時～

   １時30分受付

午後１時～

    １時30分受付

午前８時40分～

          11時30分

26日（月）

　７日（水）
23日（金）

16日（金）

平成17年７月生

平成17年10月生

平成18年２月生 

平成15年７月生

　　　～

平成15年12月生

２歳児歯科検診

妊婦相談

母子手帳発行

27日（火） 乳児健康診査

ポリオ生ワクチ

ン投与

母子手帳の必要

な妊婦

３カ月～90カ月
午後１時30分～

          ２時受付

月の保健衛生事業６

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

が
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
れ
が
動

脈
硬
化
を
急
激
に
進
行
さ
せ
、
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
お
こ
す

か
ら
で
す
。
お
へ
そ
の
高
さ
の
腹

囲
が
男
性
は
85
cm
以
上
、
女
性
な

ら
90
cm
以
上
の
人
に
、
「
高
血
糖
」

「
高
血
圧
」
「
高
脂
血
症
」
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険
因
子

を
２
つ
以
上
合
わ
せ
持
っ
て
い
る

状
態
の
こ
と
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
蔵
脂
肪
症
候
群
）
」

と
い
い
ま
す
。

　
肥
満
が
土
台
に
な
っ
て
お
こ
る

病
気
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
薬
で
治
す

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
生
活
習
慣

を
改
善
し
て
、
土
台
と
な
っ
て
い

る
肥
満
を
解
消
す
る
こ
と
か
ら
、

病
気
を
や
っ
つ
け
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
か
ら
き
た
も
の
で
す
。

　
生
活
習
慣
改
善
の
基
本
は
「
過

栄
養
」
と
「
運
動
不
足
」
と
い
っ

た
生
活
習
慣
全
般
の
見
直
し
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

　
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
早
朝
総
合
健

診
の
結
果
は
、
６
月
中
旬
頃
か
ら
お
手
元
に
届
き
ま
す
が
、

健
診
結
果
を
受
け
取
っ
た
ら
ま
ず
は
し
っ
か
り
目
を
通
し

ま
し
ょ
う
。
今
回
は
「
異
常
な
し
」
と
な
っ
て
い
て
も
油

断
は
禁
物
で
す
。
基
準
値
だ
け
を
み
る
の
で
は
な
く
、
前

年
の
自
分
の
結
果
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

　
ま
た
、
異
常
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
注
意
書
き
が
あ
り

ま
す
の
で
必
ず
そ
れ
に
従
い
、
精
密
検
査
や
医
師
・
保
健

師
の
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
質
問
や
相
談
に
応
じ
て
お

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
８
７
５
｜
２
８
０
０

～６月１日（木）から６月７日（水）～
　カレシの元カノの元カレを知っていますか？エイズ

検査はあなたにも必要です。

　秋田中央保健所はエイズ検査を行っています。

検査料は無料。即日検査では30分で検査結果がわかり

ます。

◎検査日・受付時間

　・６月７日�午前９時～12時

　・６月21日�午前10時～11時

� � 午後６時～７時30分

　※匿名でも受けられるので事前に予約してください。

　上記以外でも、次により予約にて実施しています。

　　毎月・第１水曜日　午前10時～11時

　　　　・第３水曜日　午前10時～11時

　　　　　　　　　　　午後６時～７時30分

◎予約・問い合わせ先　秋田中央保健所 1855－5171

　乳児をもつご家庭のための離乳食教室です。

栄養士の指導で実際に作ってみます。今年度は

ひとつの食材をテーマに、離乳食にアレンジし

たものを２、３とおり調理実習します。お誘い

合ってご参加ください。

◎場所：町保健センター ◎時間：午前10時～12時

　※お子様づれでおいでください。保育士が担

当します。

エイズ検査普及週間エイズ検査普及週間

◎18年度ひよこ教室開催日

白身魚をつかった献立＋昔
懐かしいおやつ

豆腐等大豆製品をつかった
献立＋昔懐かしいおやつ

いも・かぼちゃをつかった
献立＋昔懐かしいおやつ

緑黄色野菜をつかった献立
＋昔懐かしいおやつ

淡色野菜をつかった献立＋
昔懐かしいおやつ

７月26日（水）

９月27日（水）

11月９日（木）

１月31日（水）

３月７日（水）

1875－2800
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広報平成18年６月号

資源ごみ還元事業 平成18年５月分の資源ごみは次のとおりです。

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

児
童
手
当

　
〜
現
況
届
出
は

　
　
６
月
27
日
ま
で
に
〜

第18回 関東地区 ふるさと会開催のお知らせ

ひ
と
　  

さ
が

む
ろ

ぼ  

け

ね  

む

み
く
わ

・
雪
が
晴
れ
草
萌
え
心
の
う
つ
も
晴
れ

・
疑
が
晴
れ
て
も
く
す
ぶ
る
女
の
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
香

・
ラ
ン
ド
セ
ル
梅
が
咲
い
て
風
薫
る

・
母
の
日
に
花
を
贈
ら
れ
胸
せ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
　
月

・
室
咲
き
の
木
瓜
を
は
さ
ん
で
く
む

　
朝
茶

・
春
一
番
笑
顔
の
ぞ
か
せ
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
風

・
疑
心
暗
鬼
わ
か
っ
て
何
の
事
も
な
い

・
酒
呑
め
ば
弁
舌
爽
や
か
嘘
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
習

・
今
日
も
雨
詩
の
苦
金
の
苦
春
遠
し

・
選
挙
戦
必
ず
絶
対
耳
に
「
タ
コ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
人

・
人
通
り
少
な
く
な
っ
た
空
気
澄
む

・
地
球
は
丸
い
お
日
様
丸
い
マ
ル
で

　
行
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
迂
　
人

・
疑
え
ば
き
り
な
し
鬼
火
舌
を
な
め

・
春
耕
雨
読
居
眠
り
と
三
鍬
肩
で
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
一

資源ごみ還元事業

５月分
段ボール

3,890 10,480 7,370 2,090 1,150 121,464

8,970 28,430 18,550 5,230 2,450 243,424

新　　聞 雑　　誌 缶　　類 ペットボトル 積立額

累　計

　
こ
の
届
出
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の

状
況
を
確
認
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
、
届
出
が
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
７
日

に
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
介
護
班
か
ら
送

付
予
定
で
す
の
で
、
次
に
記
載
し
た
「
必

要
な
添
付
書
類
」
を
添
付
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
介
護
班
　

　
1
８
７
５
｜
５
８
０
８

●現況届

同封した書類の内容を確認・記入のうえ押印し

てください。

●口座振替払申出書

口座は受給者（保護者）名義であること。

●健康保険証の写し

※本年１月１日現在、本町に住所のなかった方
については、前住所地で平成18年度所得証明書
（児童手当用）をもらってきてください。

　懐かしい皆さんとお会いしてみませんか。今年

で関東地区ふるさと会は18回目を迎えます。

　次の日程により行われますので、皆さまお誘いあっ

て是非ご参加ください。

◎開催日時　　６月24日（土）　午後2時開会

　　　　　　　　　　　　　（午後１時から受付）

◎開催場所　　日本青年館　３階国際ホール

◎会　　費

・男女共１人　5,000円

・中高生１人　2,000円（幼・小学生無料）

◎講　　話

・演題「口腔ケアは元気のふるさと

　　　　　　　　　～介護予防とお口のケア～」

・講師（社）杉並区歯科医師会副会長、歯学博士

　　　　小柳歯科クリニック院長　小柳輝芳 氏

　　　　　　　　　　　　　　（ふるさと会会長）

◎申込及び問い合わせ先

・日本青年館常務理事　佐々木計三

　　　　　　　　　　　　　　103-3475-2556

・八郎潟町役場総務課　鎌田　1018-875-5801

平成18年５月分の資源ごみは次のとおりです。

児童手当提出書類 児
童
手
当

　
〜
現
況
届
出
は

　
　
６
月
27
日
ま
で
に
〜

第18回 関東地区 ふるさと会開催のお知らせ

　平成18年度狂犬病予防注射を次の日程で実施しますので、

犬を連れて最寄りの会場においでください。

　なお、当日は犬の登録も受付しますので、登録をしていな

い方は必ず登録するようお願いします。

狂犬病予防注射実施のお知らせ

狂犬病予防注射日程

◎狂犬病予防注射料金　　3,070円
（お釣りのないようにお願いします。）

◎持参するもの　　予防接種のハガキ、愛犬手帳

◎問い合わせ先

　役場町民福祉課町民生活班　1875－5806

開催場所 場　　所 時　　間

６月6日（火）

６月7日（水）

６月8日（木）

・夜叉袋児童館前
・真坂駐在所前
・三倉鼻児童館前
・創作館前（浦大町）
・川崎多目的集会所前
　（川崎農村公園内）
・防災センター前
・役場前駐車場

  9：30～10：00
10：10～10：40
10：50～11：10
  9：30～10：00

10：20～11：00

  9：30～10：20
10：30～11：30



15 14

広報 平成18年６月号

00 0 0

1 ０0 1 11 222

※飲酒運転による違反（酒酔い・酒気帯び）は１件１点
　飲酒運転による事故の負傷は１件３点、死亡８点、
　その他死亡事故は１件３点で換算しています。

負傷 死亡

４月中

４月まで
の 累 計

計

事 故 件 数
平成１8年

区　分

酒

酔

い

酒
気
帯
び

前
年
同
期
順
位

順
　
　
　
　
位

飲酒運転追放等の

競争実施中

全 県�（25市町村中)�３月末�23位�→４月末�22位
男鹿・潟上・南秋�（６市町村中)�３月末�５位�→４月末�５位

八郎潟町の順位（４月末）

山
岳
遭
難
事
故
防
止

〜
行
き
先
告
げ
て
無
理
せ
ず
に
　

　
　
　
迷
っ
た
ら
　
そ
の
場
を
動
か
ず
救
助
待
て
〜

　
平
成
17
年
の
６
・
７
月
の
山
菜
採
り
に
伴
う
遭
難
は
29
件
32
人
（
死
者
２

人
）
、
８
月
は
き
の
こ
採
り
に
伴
う
遭
難
が
６
件
６
人
（
死
者
２
人
）
、
渓
流

釣
り
が
２
件
２
人
と
な
っ
て
お
り
３
ヵ
月
間
で
40
件
43
人
と
、
年
間
発
生
件
数

73
件
１
２
０
人
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
だ
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
今
一
度
安
全
で
楽
し
い
登
山
・

山
菜
採
り
等
を
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
登
山
・
山
菜
採
り
等
を
さ
れ
る
方
へ
お
願
い
】

◎
登
山
を
さ
れ
る
方
は
、
入
山
届
け
の
提
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
山
菜
採
り
を
さ
れ
る
方
は
、
「
ど
こ
の
山
に
行
く
か
」
「
何
時
に
帰
宅
（
下

山
）
す
る
か
」
を
家
族
等
に
告
げ
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
分
の
体
力
・
体
調
に
あ
っ
た
行
動
を
し
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎
単
独
で
の
入
山
は
危
険
で
す
。
複
数
で
入
山
し
、
お
互
い
の
居
場
所
を
確
認

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

◎
目
先
の
収
穫
よ
り
も
安
全
を
第
一
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

◎
万
一
に
備
え
た
装
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
食
糧
、
雨
具
、
ラ
イ
タ
ー
、
ナ
イ
フ
、
携
帯
電
話
等
）

◎
万
一
遭
難
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
？

　
・
む
や
み
に
歩
き
回
ら
ず
、
大
木
の
下
や
岩
穴
等
で
雨
風
を
防
ぎ
、
体
力
の

消
耗
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
・
捜
索
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
見
つ
け
た
ら
、
見
通
し
の
良
い
場
所
に
移
動

し
、
目
立
つ
色
の
着
衣
、
雨
具
、
タ
オ
ル
等
を
大
き
く
振
っ
て
居
場
所
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
中
国
古
典
の
「
中
庸
」
の
中
に
「
誠

は
天
の
道
な
り
。
之
れ
を
誠
に
す
る

は
人
の
道
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
吉
田
松
陰
の
留
魂
録

に
は
「
至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
も
の

は
、
未
だ
こ
れ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と

申
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
人
間
は
誰
も
い
つ
わ
り
の
な
い
心

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
善

な
る
心
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
善
な
る
心
は
自
分
で
学
ぶ

こ
と
が
大
事
で
す
。
私
は
聖
賢
の
書

を
学
ぶ
こ
と
が
極
め
て
勉
強
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
人
生

行
路
の
地
図
の
よ
う
な
も
の
で
、
地

図
は
山
野
及
び
道
路
を
行
く
た
め
の

も
の
で
た
だ
机
上
に
置
い
て
眺
め
る

だ
け
で
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
を
読
ん
で
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば

鍬
を
買
っ
て
耕
さ
な
い
事
と
同
じ
で

す
。

　
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
「
絵

に
描
い
た
餅
」
と
申
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
全
く
外
見
だ
け
で
実
際
に
役

に
立
た
な
い
こ
と
で
す
。

　
誰
で
も
誠
の
心
、
善
な
る
心
を
如

何
に
活
か
し
た
ら
よ
い
か
は
、
各
自

の
判
断
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

　
聖
典
、
経
書
は
た
て
糸
、
実
践
実

行
は
よ
こ
糸
で
、
こ
れ
が
両
方
相
ま
っ

て
布
が
織
り
な
さ
れ
る
の
で
す
。

　
誠
心
誠
意
、
善
行
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
社
会
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
事
が
他
人
の
せ
い
に
す

る
こ
と
な
く
、
自
分
で
考
え
誤
り
の

な
い
行
動
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

（
絵
＝
安
田
敏
雄
）

・
・
・
・

・
・

・
・

・
・

〜
随
想
録
〜
�

　
　
「 

誠 

は 

天 

の 

道 

」

9
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役場直通電話番号・メールアドレス

◆総　務　課
・総　務　班� 1875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp
・企画財政班� 1875－5802
　kikakuzaisei@town.hachirogata.lg.jp
・税　務　班� 1875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp
・会　計　班� 1875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆町民福祉課
・町民生活班
（窓口サービス担当）�1875－5805
（消防・交通・環境担当）�1875－5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp
・福祉介護班� 1875－5808
　fukushikaigo@town.hachirogata.lg.jp
・保健医療班� 1875－5813
　hokeniryou@town.hachirogata.lg.jp

◆産業建設課
・産業振興班� 1875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp
・建　設　班� 1875－5809
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
・下 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆水　道　課
・上 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
・学校教育班� 1875－5812
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
・生涯学習班(公民館)�1875－5777
　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp
・国体班(ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ)�1875－5500
　kokutai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園� 1875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局� 1875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 1875－5800

<

げ
ん
き
っ
こ
広
場
で
遊
ぼ
う>

◎
日
時
　
６
月
７
日
（
水
）
、

　
　
　
14
日
（
水
）
、
21
日
（
水
）

◎
場
所
　
町
中
央
児
童
館

◎
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

※
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
、
手
作
り
遊
具
、

小
麦
粉
粘
土
等
、
好
き
な
遊
具
で

遊
び
ま
し
ょ
う
。

<

わ
く
わ
く
広
場>

◎
日
時
　
６
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
24
日
（
土
）

◎
場
所
　
八
郎
潟
保
育
園

◎
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

※
保
育
園
の
子
ど
も
と
一
緒
に
園

内
の
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
戸
外
で

お
砂
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

<

赤
ち
ゃ
ん
広
場>

◎
日
時
　
６
月
２
日
（
金
）

◎
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
時
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

※
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
あ
い
、
遊
び

を
し
た
り
、
お
母
さ
ん
同
士
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
遊
び
の
お
じ
さ
ん
が
来
ま
す

◎
日
時
　
６
月
25
日
（
日
）

◎
場
所
　
町
改
善
セ
ン
タ
ー

◎
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
家
庭
で
で
き
る
親
子
遊
び
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
、

靴
で
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
保
育
園

　
1
８
７
５
│
５
１
７
２

　
県
で
は
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
方
々
が
教

育
の
場
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

の
一
掃
の
連
携
と
協
力
の
下
に
教
育

の
充
実
と
発
展
を
図
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
子
ど
も
た
ち
の
学

習
し
て
い
る
姿
や
運
動
し
て
い
る
姿

な
ど
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
小
学
校
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
次
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

◎
会
場
　
八
郎
潟
小
学
校

◎
日
時
　

　
６
月
12
日
、
13
日
、
14
日
、
19
日

　
午
前
８
時
30
分
〜

◎
連
絡
先
　
1
８
７
５
│
２
７
２
１

　
本
町
で
は
、
今
年
度
町
制
施
行
50

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
あ
き
た
ふ

る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に
出
品

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
Ｃ

Ｍ
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
対
象
者

　
18
歳
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方

◇
募
集
人
数
　
20
人
程
度

◇
内
容

　
Ｃ
Ｍ
の
企
画
、
シ
ナ
リ
オ
制
作
、

撮
影
、
編
集
な
ど

◎
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
16
日
（
金
）
ま
で
、
役
場
総

務
課
総
務
班
（
1
８
７
５
│
５
８
０

１
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
町
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
記
念
誌
な
ど
の
発
行
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
生
活

や
町
の
様
子
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し

た
か
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
か
ら
、
昭
和
30

年
代
〜
60
年
代
の
町
の
様
子
な
ど
の

写
真
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
写
真
を
撮
影
さ
れ
た

場
所
な
ど
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
写
真
の
締
め
切
り
は
、
６
月
末
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

　◎
連
絡
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
総
務
班

　
1
８
７
５
│
５
８
０
１

５
／
23

平
成
18
年
度
　

地
籍
調
査
事
業
地
籍
測
量
業
務
委
託

・
浦
大
町
地
内

・
東
北
測
量
（
株
）
秋
田
営
業
所

・
２，

０
５
８，

０
０
０
円

・
Ｈ
18
・
５
・
25
〜
Ｈ
19
・
２
・
28

５
／
25

八
郎
潟
町
中
羽
立
公
園
管
理
業
務
委
託

・
夜
叉
袋
字
中
羽
立
地
内

・
（
有
）
佐
々
木
林
業
所

・
２，

６
２
５，

０
０
０
円

・
Ｈ
18
・
５
・
29
〜
Ｈ
19
・
３
・
23

入

札

の

結

果

み
ん
な
の
登
校
日
の
お
知
ら
せ

〜
こ
の
機
会
に
学
校
を

　
　
　
　
見
て
み
ま
せ
ん
か
〜

昭
和
30
年
代
〜
60
年
代
の
町

の
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

わ
が
町
の
Ｃ
Ｍ
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か

秋
田
朝
日
放
送「
あ
き
た
ふ

る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

Ｃ
Ｍ
制
作
ス
タ
ッ
フ
募
集

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

”は
っ
ぴ
ぃ
“か
ら
の
お
知
ら
せ
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（４月届出分）

◎ご冥福をお祈りします

４・４�藤井　正治（81歳）�５区

４・16�村井タミヱ（77歳）�29区

４・28�伊藤　秋雄（69歳）�14区

４・29�安田　キノ（86歳）�31区

◇人口

� 当　月� 先月比� 昨年比

男　3,336人�（－１人）（－31人）

女　3,851人�（－６人）（－20人）

計　7,187人�（－７人）（－51人）

◇世帯数

　　2,481戸�（＋１戸）（＋６戸）

※住民基本台帳

◇出　生　  ０人（11人）〔13人〕

◇結　婚　  １組（12組）〔４組〕

◇死　亡　  ４人（19人）〔36人〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

◇交通事故件数

　物損事故�６件（34件)〔46件〕

　人身事故�０件（７件)〔８件〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

訂正とお詫び

　広報八郎潟５月号の15
頁の下段の善意の欄の
「29区 村井　和」さん
となっておりましたが、
「29区 村井邦和」さん
の誤りでした。
　訂正してお詫びいたし
ます。

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
６
月
30
日
（
金
）
で
す
。

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
名
前
で
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
の
納
税
義
務
者
は
あ
な

た
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
税
も
ぜ
ひ
口
座
振
替
で
。

　
公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う

に
、
自
動
車
税
も
口
座
振
替
に
し
ま

せ
ん
か
。
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
へ
お

出
か
け
に
な
る
手
間
が
省
け
て
、
安

全
、
確
実
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部
納
税
課

　
1
８
６
０
│
３
３
３
２

　
次
に
よ
り
相
談
日
を
開
設
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

次
の
日
程
で
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

・
日
時
　
６
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
５
時

・
場
所
　
一
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防

　
　
　
　
災
セ
ン
タ
ー

　
行
政
相
談
員
　
畠
山
恵
子

　
住
所
　
八
郎
潟
町
字
一
日
市
48

　
1
８
７
５
│
２
３
５
０

　
農
地
の
貸
借
や
所
有
権
移
転
な
ど

は
、
毎
月
22
日
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
書
類
に
不
備
が
あ

る
場
合
は
翌
月
の
申
請
と
し
て
処
理

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
役
場
産
業
建
設
課
産
業
振
興
班

　
1
８
７
５
│
５
８
０
３

　
雨
天
時
で
も
水
泳
を
存
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
屋
内
プ
ー
ル
『
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
』
が
６
月
15
日

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
プ
ー
ル
で

快
適
に
水
泳
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
開
放
期
間

　
６
月
15
日
〜
９
月
15
日

◎
開
放
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
７
・
８
月
は
午
後
８
時
ま
で
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
会
館

　
1
８
７
５
│
５
５
０
０

◎
日
時
　
６
月
10
日
（
土
）

　
午
後
２
時
〜
４
時
ロ
シ
ア
民
謡 

　
午
後
７
時
〜
８
時

　
　
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
（
南
米
音
楽
）

◎
場
所
　

　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◎
会
費
　
１
、
５
０
０
円

（
７
月
15
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
分
も
含

む
料
金
で
す
）

◎
募
集
人
数
　
60
人

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
公
民
館

　
1
８
７
５
│
５
７
７
７

　
誰
で
も
気
軽
に
安
心
し
て
相
談
で

き
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日
時

　
６
月
９
日
（
金
）
、
23
日
（
金
）

　
午
後
２
時
〜
５
時

◎
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
社
会
福
祉
協
議
会
　
生
活
相
談
室

◎
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 

1
８
７
５
│
３
８
７
１

預
託
状
況

　
　
（
平
成
18
年
５
月
16
日
現
在
）

４
・
19
　
10
区
　
高
橋
　
秀
一
　
様

　
　
香
典
返
し
（
亡
父
　
兼
義
さ
ん)

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

４
・
24
　
14
区
　
村
井
　
和
　
様
　

　
香
典
返
し
（
亡
夫
　
金
作
さ
ん)

　
　
　
　
　
金
　
７
０，

０
０
０
円

４
・
25
　
29
区
　
村
井
　
邦
和
　
様

　
香
典
返
し
（
亡
母
　
タ
ミ
ヱ
さ
ん)

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

４
・
27
　
５
区
　
藤
井
　
正
恵
　
様

　
　
香
典
返
し
（
亡
父
　
正
治
さ
ん)

　
　
　
　
　
金
　
３
０，

０
０
０
円

５
・
８
　
17
区
　
渡
部
　
州
一
　
様

　
　
香
典
返
し
（
亡
父
　
剛
さ
ん)

　
　
　
　
　
金
　
７
０，

０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
善
意
銀
行
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
1
８
７
５
│
３
８
７
１

町のミニ統計（４月末現在）

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
日
の
お
知
ら
せ

一
度
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

ロ
シ
ア
民
謡
や
フ
ォ
ル
ク
ロ

ー
レ
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

６
月
15
日
オ
ー
プ
ン



＊
広
報
八
郎
潟
　
No.
5
５
２ 

　
　
＊
発
行
／
八
郎
潟
町
役
場
・
編
集
／
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〒
０
１
８
・
１
６
９
２
　
秋
田
県
南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
80
　
　
　
　
　
　   

＊
3
０
１
８
―
８
７
５
―
５
８
０
０
　
5
８
７
５
―
３
０
９
６
　
　＊
印
刷
／
一
日
市
印
刷
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昭和10年頃の一日市尋常高等小学校の話（13）

  

 ふ
れあい

66

▲最上段の右から２番目が嶋崎さんです。

ね

て
っ
ぺ
ん

憲　

月の行事予定6
�４日(日)�・クリーンアップ作戦

� �・町民体育祭

�５日(月)�・幼稚園創立記念日

�６日(火)�・狂犬病予防注射

　　　　　　　　　　　（～８日）

�７日(水)�・八郎潟町議会

� �・６月定例会（～８日）

�15日(木)�・Ｂ＆Ｇプールオープン

�17日(土)�・潟上・南秋中学校

� �　夏季大会（～19日）

�24日(土)�・関東地区ふるさと会

�25日(日)�・町消防操法競技会

　
こ
の
一
日
市
尋
常
高
等
小
学
校
の
話
も
、
先
月
号
に
掲

載
し
た
卒
業
写
真
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
と
お
り
、
あ
の

写
真
は
小
学
六
年
を
卒
業
し
た
記
念
の
写
真
で
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
も
う
尋
常
科
の
話
は
終
わ
っ
た
事
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
肝
心
の
話
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
書
い
て
お
き
ま
す
。

　
我
が
、
北
嶋
春
一
（
あ
ん
た
が
た
）
先
生
は
、
前
列
左

か
ら
四
番
目
の
身
長
の
一
番
高
い
先
生
で
す
。
こ
の
先
生

が
、
「
自
分
の
可
愛
い
生
徒
に
は
自
分
で
教
え
る
」
と
言

っ
て
、
唱
歌
を
私
た
ち
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
高
音
が
出

な
い
と
言
っ
て
涙
を
流
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
当
時

は
軍
国
主
義
が
盛
り
で
、
涙
を
他
人
に
見
せ
る
事
は
、
最

も
恥
ず
べ
き
事
と
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

　
さ
て
、
ま
た
修
学
旅
行
の
話
で
も
書
き
ま
し
ょ
う
か
。

尋
常
科
最
後
の
修
学
旅
行
は
小
坂
鉱
山
の
見
学
一
泊
コ
ー

ス
で
し
た
。

我
が
ク
ラ
ス
の
先
輩
ま
で
は
松
島
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
と
こ
ろ
が
、
我
が
「
あ
ん
た
が
た
先
生
」
は
、
「
あ

ん
た
が
た
、
松
島
に
行
っ
た
っ
て
、
海
の
島
に
松
の
木
の

生
え
て
る
所
を
見
て
、
た
だ
、
綺
麗
だ
な
と
思
う
だ
け
で
、

皆
さ
ん
の
心
の
身
に
も
血
に
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
小

坂
鉱
山
を
見
た
ほ
う
が
良
い
。
小
坂
鉱
山
は
露
天
掘
り
と

言
っ
て
、
山
の
下
に
穴
を
掘
り
な
が
ら
鉱
石
を
掘
り
出
す

の
で
は
な
く
、
山
全
体
が
鉱
石
だ
か
ら
、
山
の
天
辺
か
ら

鉱
石
を
掘
り
出
せ
ば
、
そ
の
石
さ
銅
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て

い
る
珍
し
い
鉱
山
だ
。
是
非
見
せ
て
あ
げ
た
い
。
」
と
い

う
わ
け
で
、
小
坂
鉱
山
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
大
館
ま
で
は
、
学
校
で
習
っ
た
ば
か
り
の
奥
羽
本
線
に

乗
っ
て
、
三
倉
鼻
で
「
ト
ン
ネ
ル
だ
、
ト
ン
ネ
ル
だ
」
と

は
し
ゃ
い
だ
ら
、
「
こ
れ
は
冬
に
雪
が
積
も
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
雪
よ
け
ト
ン
ネ
ル
で
、
本
当
の
ト
ン
ネ
ル

で
は
な
い
か
ら
、
あ
ま
り
大
声
あ
げ
て
騒
ぐ
な
。
」
と
注

意
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
三
時
間
以
上
は
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
館
に
着

い
て
汽
車
を
降
り
、
駅
の
外
に
出
ま
し
た
。

　
大
館
駅
の
右
側
に
小
さ
い
駅
が
あ
っ
て
、
小
さ
い
客
車

が
二
両
く
ら
い
と
、
や
は
り
小
さ
い
貨
車
が
三
両
か
四
両
、

そ
れ
に
こ
れ
も
小
さ
な
機
関
車
が
付
い
て
お
り
、
私
た
ち

を
乗
せ
る
と
発
車
し
ま
し
た
。

　
キ
キ
ー
、
キ
キ
ー
、
と
レ
ー
ル
と
車
輪
を
軋
ま
せ
て
、

ぐ
る
り
九
十
度
曲
が
っ
て
道
路
を
横
断
し
、
東
の
方
に
向

か
っ
て
走
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　
小
さ
い
と
言
っ
て
も
、
五
城
目
の
軌
道
車
よ
り
は
ず
っ

と
大
き
い
。
三
倉
鼻
の
石
を
運
ぶ
貨
車
く
ら
い
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
の
他
に
は
お
客
さ
ん
は
四
、
五
人
し
か
居
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
た
ち
が
多
い
の
で
、
私
た
ち
だ
け
の
よ
う

な
気
に
な
っ
て
、

　
♪
今
は
山
中
、
今
は
浜
、

　
　
今
は
鉄
橋
渡
る
ぞ
と

　
　
思
う
間
も
な
く
ト
ン
ネ
ル
の

　
　
闇
を
通
っ
て
広
野
原

と
、
そ
れ
こ
そ
北
嶋
先
生
譲
り
の
「
鉄
道
唱
歌
」
を
歌
っ

て
旅
を
続
け
ま
し
た
。

　
小
さ
い
駅
を
い
く
つ
も
過
ぎ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
飽
き
て
き

た
頃
、
少
し
大
き
い
駅
に
着
い
た
ら
、
な
か
な
か
発
車
し

な
い
の
で
、
窓
を
開
け
て
身
体
を
乗
り
出
し
て
前
の
ほ
う

を
見
て
、
や
が
て
室
内
に
身
体
を
戻
し
て
「
機
関
車
な
ん

も
無
」
と
言
っ
た
。

　
二
、
三
人
の
子
ど
も
が
小
声
で
話
し
て
い
た
ら
、
そ
の

間
に
土
地
の
人
と
話
を
し
て
い
た
先
生
が
私
た
ち
の
と
こ

ろ
に
来
て
、
「
皆
、
何
も
心
配
し
な
く
て
良
い
。
こ
れ
か

ら
先
は
路
線
が
急
で
蒸
気
の
機
関
車
で
は
馬
力
が
弱
く
て

こ
の
列
車
を
引
い
て
行
け
な
い
の
で
、
電
気
の
機
関
車
が

来
て
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
静
か
に
待
つ

よ
う
に
」
と
言
う
わ
け
で
、
皆
安
心
し
て
待
っ
て
い
ま
し

た
。

　
や
が
て
「
ガ
ッ
シ
ャ
ン
」
と
、
大
き
な
音
が
し
た
と
思

っ
た
ら
、
そ
れ
が
電
気
機
関
車
を
連
結
さ
せ
た
音
で
、
「
ピ

ー
」
と
笛
の
よ
う
な
発
車
の
合
図
を
し
て
、
ま
た
走
り
始

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
ピ
ー
ド
は
ノ
ロ
ノ
ロ
し
た
も
の

で
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
駅
を
二
つ
か
ら
三
つ
で
小
坂
で
し
た
。
こ
の

小
坂
鉄
道
が
今
の
貨
物
専
用
鉄
道
で
、
昔
と
同
じ
所
を
走

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
大
館
駅
の
周
辺
だ
け

は
、
す
っ
か
り
様
子
が
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ま
る
っ

き
り
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
銅
の
精
錬
所
の
様
子
と
後
日
談
を
書
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

文
・
一
日
市
＝
嶋
崎
　
利
雄

▼
田
植
え
も
終
わ
り
、
よ
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
20
日
に
は
、
八
郎
潟

小
学
校
創
立
30
周
年
大
運
動

会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
グ
ラ
ン
ド
中

に
響
き
わ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。

▼
子
ど
も
と
い
え
ば
、
藤
里

町
で
悲
惨
な
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。

　
本
町
で
も
町
内
会
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
皆
さ
ん
か

ら
毎
日
学
校
の
下
校
時
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
安
心
し
て
お
り
ま
す
。  

し
か
し
、
い
つ
こ
の
よ
う
な

事
件
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
残
念
に
思
い
ま
す
。
子
ど

も
の
声
が
聞
け
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
町
が
死
ん
で

し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

私
た
ち
が
い
つ
も
目
を
光
ら

せ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。


